
2022鹿児島全共に向けて
連載

第２回

■大崎町の肉用牛について
　大崎町には 300 戸近くの肉用牛農家が存在し、

年代別の割合は 50 代未満・60 代・70 代・80 代以

上の方の割合がそれぞれ4分の1ずつの構成となっ

ています。幅広い年代で多くの方々が畜産業に従事

されており、ご高齢の農家さんも活躍されています。

今大会テーマ

会期：2022年（令和４年）10月6日（木）～10月10（祝・月）

会場：種牛の部：霧島市牧園町

　　　肉牛の部：南九州市知覧町（株）JA食肉かごしま南薩工場

2022鹿児島全国和牛能力共進会まであと 811日

『和牛新時代 地域かがやく和牛力』

【昨年の町秋季畜産品評会審査の様子】

場

令和２年６月分  子牛セリ市成績表（町内分）
最高価格（血統） 平均価格 前月比 次回開催日

雌 977,000円　（美国桜×安福久×金幸） 564,891円 +48,007円
７月29日（水）

～

７月31日（金）
去勢 949,000円　（諒太郎×百合茂×安糸福） 620,835円 +4,648円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 590,513円 +21,909円

農林振興課畜産係　☎476-1111（512）問
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